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'lはじめに

電気通信改革によって.平成元年境からスターートした商用衛星による衛星

通信サービスは官公庁､企業を中心に広く利用されてきたが､昨今の地上系､

無線系ネットワークサービスの急速な普及と価格低下などにより､衛星通信を

倭-)たネットワークサービスは相対的に優位性を失い.-7つあり､衛星通信ビジ

ネスをとりまく環境は年々厳しさをましている状況にある｡そのため､衛星通信

ビジネスにおいては､地上系､無線系ネットワークと比較して料金的に競争力

がある各店舗での利用､これらのネットフ･-クではカバ･-しきれない領域での

利用､また衛星涌信に向いたアプリケーションと組み合わせた新規ビジネスを

積極的に開拓することが必須となっている｡昨年､総轄省が主催した研究会

(*l)においてもこのようなビジネス環境を反映し､従来の研究開発主体の研

究に加え､衛星通信の利用面についでも槌極的な検討が行われた｡

本報告では､認知科学で図式表現が問題解決や問題発見に効果があるニ

[:を示す研究が近年行われ-3つある(*2)ことに注 目し､衛星通信の新規ビジ

ネスの開拓に資することをR的;:して､いくつかのモデルの提案とそのモデル

の適用を行うo具体的にに､衛星通信のシステム､ビジネス､業界について:E-

デル化を行い､今後需要が期待される新規ビジネスとして高速 IP衛生.移動

体サービスを取りあげ､これらのモデルを適用した検討事例に-)いて報告す

る.｡

｢論文の内容は､私の知る限り他者の著作権等に抵触致しまt.i-/tノoJ

2番論

衛星通信q)弄り用形態やその通信システムは多種多様であり､真のニー女

把握や顧客からみた本当の魅力を知ることは容易なことではないC新規ビジ

ネスを開拓する場合には､既存のサービス､競合サービスや代替手段との違

いやそれらを提供する企業等との関係を事前に把握することが競争戦略上､

必須である｡その際､図表を用いたモデルを作成する作業を通して､顧客が

新規サービスを必要とする理由や自社と顧客､関連する企業との関係を浮き

彫りにさせることとなる｡開発担当者が作成した試案としての図式は､彼らが

持っている"事業の全体構想"早"世界観"を反映したものであり､経営者や

営業担当者のそれ～.:同じとは預らないoモデルを表現する図表は､経営者､

開発担当者および営業担当者相互の対話を促進するツ･-ルであり､こ3'.)対

話を通じて新規ビジネスをめぐるビジネスリスクの洗い出しや更なる新規ビジ
ネス開拓に向けた混床づくりの役割が期待される｡

本章告では､はじめに衛星通イ言システム､衛星通イ言ビジネス及び衛生通信

業界について､各々‥C-デJレを提案する.次に､これらのモデルを衛星通信に

関する新規ビジネス開拓にあたって実際に適属した事例を報告するO
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2.1 衛星通信ビジネスのモデル化

2.l.1衛星通信システムのモデJJ化
衛Ilf-I:_通信シス:/-1ムのシスナム什様を規hl-Iするモデルi'I蛭:衣1〔以下､システ

ムモデルという)に示すく】新規ビジネスで採用するH衛星通信システム''をpl､
p2､p3...で表されるシステムパラメ･一夕で定義する｡このシステムパラメータ

を変えるこ宮こより､まだ開拓されていないサ･-ビス領域の発見(･r役立つ｡ま

た､シス:/-ムモデJli,を既存の鞄･星通信システムや競合システムに適用すること

によi;･､競争事業者の衛星通信システムとの差異(差別化)を明確に把握で

きるt:･T)で､システムパラメータはできるだけ多くリストアップしておく｡

2.1.2衛星通信ビジネスのモデル化

函表2に柱r星通信ビジネスの階層モデル(以下､肯層モデノンという)を示す｡

I_九はOSI7層モデルを参考に簡略化したもので､区黄1に示すシステムモデ

ルはネットフ-ク基盤レイヤの利用の仕方を長l='義したもので､同様にアプリケ

-ン=={-ンレイヤ､ビジネスレイヤU)各階層ごく里r定義することができる｡

各レイヤ毎にパラメータを定義するが､このパラメータをどのように設定､清

川するかの作業は､顧客の要求を分析､整押-i5るTとであると同時に､自社

の強み･資源(コアコンピタンス)を改めて確認することでもあるo階層モデルは､

自社の事業領域と新規ビジネスのサービス領域との共通性あるいは違いを示

すものである｡

一般に､自社が提供する新規ビジネスのレイヤが自社の既存ビジネスに比

較して多くのレイヤにまたがる場合にはより複雑なビジネスとなり､既存の社内

資源に加えて他社との連携や外部資源の調達などが新たに必要となる場合

が多い.自社の強みを活かすレイヤと他社との連携で対応するレイヤを明確

にすることは､次に示す業界を形成する各主体者との関係をより的確に捉え

るのに役に立つ｡

2.1.3 衛星通信業界の モデル化

複数の競争事業者がひしめく中でのビジネスにおいては､顧客をめぐって､

生産要素の供給者､競争相手､そして補完財を駐韓する補完的生産者(自

分以外の製品の顧客が所有した時に､それを所有しない時よi;･も自分の製品

の顧客にとっての価値が増加する場合､そのプレーヤーを補完的生産者と

呼ぶ)などがおりなすゲームととらえることができる｡ネイルバフとブランデンバ

ーガ-は､ゲームの全体を視覚的に理解できるように ■̀価値相関図"を導入し

た｡(*3)また､ポーターは､基本的な収益性を規定する5つの競争要凶((D新

規参入の脅威､②業者間の敵対関係の強さ､③代替製品からの圧力､④買
い手の交渉力､⑤売り手の交渉力)を上げている｡(*4)

報告者は､価値相関図を図の構造のベースとして､5つの競争要因を主体
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者として見たて､これに規F',(者と補完的生産者を加え､図表3に示す規制業

界における業界を形成す::3主体者=Eデル(以下､業界モデルという)を提案し

ている｡(*5)

自社の新規ビジ湧,スについて､業界モデル図を作成してみ,:=O実際にモデ

ル図を措くこJ:によって顧客や競争事業晋の立場に考えが及び､また普殺気

がJl)かなかったビジネス諸側面に考えが及ぶことになる｡また､この業界モデ

Jt/民を顧客､供給者､競争事業者などの立場から薄くことによって､顧客､供

給者､競争事業者等と自社の関係が ･層明確にすることができる｡誰が味方

となり/･､誰が散なのかの検証や､各主体者との関係を相互的にとらえることに

よって新二ノいビジネスチャンスを発見する可能性がある｡

2.2 新規ビジネス開拓への適用方法
ifT-:藤修司氏は､その著書(*6)の甲で､新製品.新事業革新を計画し実施

するために.は図表4に示す各設問に対する答えが必要となると指摘しているO

本報告はこのうち､圭として①-⑥の範囲について検討するものであるO

図表5に､新規ビジネス開拓の流れを示すO流れ図では各検討を直線的に

段階を追って行なうように記述してあるが､顧客-のサービス提供が回線提

供にとどまらずアプリケーションなどと組み合わせてソジューシ≡ンとして葦供す

る実額の現場においては､新規ビジネスに関する多くのアイデアやテI--{が

同時､並行的に浮き沈みしており､また意思決定の時期も臨機応変に行わ

れる場合も多いG世の中の動向を見つつ､また顧客が持っている(潜在)要求

を自社u)新規ごジネスに関連づける｢テーマ探し｣は､新規ビジネス開拓の中
で最も重要な過程である｡テーマは顧客からの宿題という形で検討が開始さ

れる場合もあるが､日常の営業活動における顧客との会話､ミ-ティングやふ

とした対話U,1中から兄いだされることも多いようだ｡いずれにしても自分(自社)

が"やりたい思い"と"顧客､市場の声"とが交差するところでありアイデア出し

rJ')段階なので､思い浮かんだアイデアや気になった情報はとにかく記録するこ

とが重要であるCまた､既存のサービスがカバーしていない悶j隙に注HLたり､

競争事業者のサービスに対する差JS:.'化の観点からテ一一一マを設定する場合も

出てくるo

次に､新規ビジネスの｢事業の定義｣を行うっここでは｢テ一一マ探し_:で出され

たアイデア､サービスイメージを新規ビジネスの定義として落とし込みを行う｡

検討にあたっては､顧客との共存､共栄の視点にたって､区表6の事業の定

義シー-ト(*7:;:=まとめていくCこの段階では､アイデアを事業として確実に展

開していく上で必要となる事項を漏らさずとりあげることが肝要である｡

｢ビジネスモデルの検討｣段階では､主として何をしたいのかの観点からまと

めたIl1--業(/')定義を､どのようにいかに実現するかの観点にたってシステムの側

面､ビジネスア一一キテクチャの側面及び他の主侍昔たちとの関係について検
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討を行うO

:-i-)のモデルを使うTとにより､事業の定義シートを作成する時には気がつか

･il二かったことを挙見t/たり､自社の事業領域を改めて確認することができる｡そ

して､巨社が本新規ビジネスに取り組んでいいのかどうか､あるいは新規ビジ

ネスに取り組む場合には足りない程営資源あるいは能力に一)いて外部から調

達するt'/)かどうかなど､事業の"集中と選択"の意思欽定を促すことになるO業

界ここ･ジルを作成することは､顧客の求めるサービスを提供する新規事業を展

開する場合の自社事業の供給者 (支援者､協力者)あるいは補完的生産者

が誰なのかを検討する機会となる｡そして､どの企業とどんな関係を維持する

か､汚成していくかというアライアンス戦蜂をたてる上でヒントをもたらすことが

期待される､.

｢事業の定義 ｣と｢ビジネスモデルの検討｣を行う作業は密妻妾に院連してい,I)た

め､循環的に検討を深めていくT.とが必要である｡

事業の音義シート及び各ごt-デル図による検討を行った後､新規ビジネスに

踏み出すかどうかの意思決定が行われる｡この意思決定払通常､経営会議

等の場でなされるが､新規ビジネスの開発担当あるいは営業担当が中心とな

って多面的な角度から事前に検討を行う｡具体紀には､新規t-/ジネスが会社

の経営方針､事業領域､事業計lgiTJ一等との整合性を有するかどうか､ビジネス

の採算性､実現性の見通しはどうか､さらにそU.)ビジネスが社会的な視点から

みて正当性､妥当性が得られるのかどうかを検討する｡

新規ビジネスを進める意思決定が行われたら､速やかに設計､提案活動を

開始する0

2.3 適用事例
2.3.1 検討経緯 (箱屋マルチメディアカーについて)

現在､衛星を利用した移動体サービスとしては､NTTDc･CoMcが提供する
衛星携帯電話サービスや､全世界で利用できるインマルサットサービスやイリ

ジウム電話などがあるo今後､準天頂衛星を利用した衛星通信サービスも検

討されているものの､日本全国で移動しなが｢)､あるいは移動先で手軽に高

速のインターネットが利点できる本格的な衛星通信サービスは､当面､登場し

そうにない模様であるCこのような状況の中で､NTT未来ねっと研究所で且K

u帯用自動追IiTンナナを開発し､衛星携帯電話等と組み合わせることによ

り､移動しながら高速のインタ･-ネットが利用できる衛星マルチメディアカーを

開発した0第二円IT懸賞論文発表の場にてご紹介させて讃いたが､この仕

組みは､NTTサテライトコミュニケ-ーションズの MegaWavePro-M')i･)iieサーゼ
スとして海底敷設船で利用が始まっているC(*8)

2.3.2 新規ビジネスのテーマ

衛星マルチメディアか-の紹介を子了う中で､移動中でのインタ一一ネット利用
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とは.5■.:に､インタ一一ネット環境が整っていないもしくは直ちに利用できない移動

先においてインターネットを利用したいとの要望が多数寄せられた｡これは､

各種のイベントや災害発生時などにおいて､移敢先の現地からインターネット

を通じて映像を発･:-3したい､さらには移動先と本部(本社)などの問で顔を見

ながら会議ができろ簡易テレビ会議 (電話)をしたいとのことであったC.また､イ

ンテリジェントヒューマンバス構想 (以下､IHB構想という)(*9)や自治体での

活用提案(*10)の動きも出てきている｡そこで､

小芋軽 に現地へ運んで､地上回線の手当がで きない地域で も映像発信 とテ レビ

電静がで きるインターネ ッ ト回線 を迅速 に構築で きること"

を実現する衛星移動基地局装置､これを登載したユビキタスITカーの開発

(調達)､販売と衛星回線の提供を含む一連のソリューションを新規ビジネス

のテーマとしてとりあげることとした｡

2.3.3検討事例

韓討事例を国表7●-･図表12に示す｡これらは､弊社での検討結果を代表

す~るものではないことを予めお断りしておく｡

まず､｢アイデア探し｣に取りかかるO図表7は､El常の営業活動の中で特に

気になったこと､こうあったらいいのにと思ったこと､また訪問先での会話から

お客さまやパートナー(供給者など)が語った内容を主観的に拾い上げ1枚

の図に記述したものである｡新規ビジネスの開発担当や営業担当たちの雑談

で交わされた話も体裁を気にせず書き込むことにより､新規ビジネスを取り巻

く状先を概念的に理解､共有する助けとなるCこれはソフトシステム方法論で

いう二;ッチピクチャーダイヤグラムに相当する｡(辛ll)
国表8は､｢事業の定義｣を検討する前段噂として､図表1に示される顧客の
要求､課題に応える新規ビジネス(サービス･製品)をマンガなどを入れて具

体的な利用イメージとして表現したものである¢

図表9の事業定義シーートは､図表7､図表8の検討をふまえ､新規ビジネスと

して取り上げた"ユビキタスITカー"についての記述例であるo

｢ビジネスモデルの検討Jでは､システムモデJレ､港層モデル及び業界モデ

ルを作成する.固衣l()はユビキタスITか-を間発く調達)するビジネスに自社
が乗り出す場合における業界の各こi:_体者i;-.もをリストフ●ップした業界:E-デル

3]であるO事業定義(コンセプト)がきちんと詰まっていないと業界モデル図に

萱場する主体者､あるいは彼らとの関係が六明瞭になるので､｢事業の定義｣

と1-ビジネスモデルの検討｣を相互に振り返りつつ進めていく.3業界モデル図

によればAEは競争事業者と位置づけられているが､A社と連携し彼らの技

術と組み合わせ更に魅力あるビジネスに仕立てることも考えられよう｡その場

合､A社は供給者(パートナー)となる｡このような戦略提携などを検討するの

もこの段階の作業である｡

図表11には､新規ビジネスとして検討した製品｢ユビキタスITカー｣の概要

を示す｡ユビキタスITカーq)移動先-1帯で､自由にインターネット接続などが

94 /j､林 満男
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できることから多彩な利用が可能となる｡

図表12に｢スーツケースVSAT｣のイメージを示すOこれはユビキタス｢｢カー

の通信機能を車から切り離し､衛星移動基地局装置(可搬局)工.･て独 17-_さ

せた製品である,ユビキタスITカーとほぼ同様の機能を2個のス--ツケースに

パ ッケージ化したものであり､防災通信等での利用が期待される｡

図表1衛星通信システムモデル

"衛星通信システム"-千Ipl,p2, p3,‥ I

p1:通信速度 (9.6kbpS/OO｡2Nbps｡｡｡/30Hbps)

p2:双方向性 (双方向､片方向)

p3:わトワ-1･li'E]シ●-(フ山ッシュ､スタ-､P-P､混在型)

p4:外部イカフェース(Etry)rnet､FR､NTSC､2W/4Wなど)
p5:暗号方式 (B方式､MULT12など)

p6:周波数帯 (Ŝ 'ン｢､Cハ●ン｢､Kuハ●ン｢､Kaハ●ンド)

p7:通信方式 (AAnDNA､TD即TD仙､Il)仙L CDNAなど)

ここコ■:

pn:

第3回 IT論文セミナー (C)小林満男
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図表2衛星通信ビジネスの階層モデル

i/やど:iヽ Lj:_∴ヤ-:.-
.- 十ヽ

i-:.

山ヒ●シ●ネスHヤ''=gltpl.p2.p3..A
厳寒の求める課題解決を具体的に実現
するレイヤで､ "lTか "という製品及び
保守運用などが言責当する｡

"77'lJト泊ンHヤ''三g2ipl.p2.p3..J
ヒ̀シ●ネスを実現するための要素技術など｡
ITかでは､自動追尾ア方ナ､映像機器､
IP-TV会議システムなどが言責当するO

"ネットワづ基盤州 ''=g3tpl.p2.p3…l
端末間を結ぶ通信システムである｡具体的に
は等星通信システムを構成するVSAT串､サー
ハ■･ルータやフ○ロト訓処理装置などが言責当す
るO

諾3回 JT論文セミナー 'vSAT:VeryS;TtaHApertu.･oT即minaL捌 ＼型3促 通TFT鼓置 くC;I.～.+満票
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図表5新規ビジネス開拓の流れ

い .71テ●ア探 し 藍

第3回 tT論文セミナ i.一室 表 l 掴 小独演弟

川.ヒ◆シ◆ネスモデルの検討
(泊肺 ■ル/階層廿●ル/業界守■A)

ぢ

;〟.意思決定 l

97 ′上林 満男
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図表6 業定義シ- ト (量亘去玉造｣

草葉の名称 JI-薪点ビジネスの名称を文章で簡素で蓑現する

事葉変轟 脹客層､どんな模範を顧客に嘘供するのか､誰と､何 (代替晶)と恵与するのか､何を魅力にして､その魅力をどんな自社
能力を追束して行 くの かをせ圭 で喜P.

定尊が考慮すべ普辛素 蔽審 どんな藤客層に誰と､馴 代替品ぷ 書 芸 豊 誓望襲 萱憲≡ 予語憲一どんな機能を

*%

患争事業者

魅力 何を鮭カとして

資源 どんな自社能力を使う んな封晶を提供するのか

その他 新規参入書,代替品供給者､補完的生産者､供給者､規制章の
動向など､この事羊を展開する上で考慮すべきこと

全体構想 企菓内でこの事業のどんな位覆づけを前提にしているか､業界内でどんな地位をめざすのか? 目標 となる売上げと利益は?

世界観 内的整合性 :なぜその魅力で競争しようと考えるのか○○
外的整合性 :この事業定義は､車体構想に適合的か o c

チェック項目 前提になっている世界観に確信が持てるか

第3臥 T鮎 セミト 竿雷管去就 ,蒜 芸宗 荒覧 諾 誓 言欝 臥 (C:,/)琳 満男

図表 7新規ビシttネスを取り巻く状況

集1種衛星糠簾
青く供給者)膨潤用JA押出滞哨Jtと丁もところ.と̂,ど̂.JL暮してくhlqJL甘Bd7t九〇J)ヰ与いいれqRq用でLL7t上げが少ない.ともかくI■用feJ8申そうl

(薪親書入
朝Lttbヒ･/･ネスLIヰヮト与しい.サービスJR士で■■しようl

先の)榔teどんどん書手い.小●汁dJI九LEtEtlFtかけて(九,¢トわt+JL甘与ZLJltitくTbt稚えも上.

b艶tビSj'>スt=Tでよう.どんとPん正夫してくれl
転藍蛋ヨ当小甘Q)持ちZベろAZ

自治体
(麟
轟lからrMJTIL=中ALA:い.芋庁tこtベTPJIdifld血且だ.千)が少ない.β耶職で酌附九収の持細れ{+.現帥ムg恥､で吐恥せずも吋という時S=､私たち吐哉免春樹し与.LT■JbDtlとつとしてB大■9!のJEtt竜かしてくAI
dLTしてくh

.y鳶遅着EE84)や且TuとTtITってもらえそうt=せいl鶴弧に食い部品でJBAeかけたいl
;:i:吉･(自企業ラと軌L=JS

准聖餌戯腰掛
器メーカ揮並盗伐も舶印し.鵬汝偲最悪憲品思誌農㌘盗
(供給者)P*Iの軸eAてくれ18事1日先LtJ掛から注入L,たtJう和泉Fく4虫でさる‥

115Eの小事廿から三五や付ト171e自d)t=払ヽたい.TV会JLdでt8とさらL=いいのだ〟■...
盈;孟L/i;I

h闇

運営暮葉音

絹 霧的生産

㌔ 芝野 諾 芳書票言

(代替品供給者)
tL粥Jlu娘書t=gh.I.4Ji34†I▲lJ小空.t叫かつ辛い1.rJLtt和tIJLもし.インターネ･Jトb食入も■

政治寮
監it.)主孟三三.e琴丘の軌職8=使えるのか.-1T.は'3rt=なIJそうど...

企業 (JR

軍票鰯 認諾晶蒜遠雷
康いたいU､とL=>く占い.
相的L=下溝tAたTもQ)u
tlL=4いのか7

3回IT論文セミナー

98 小林 満男



習鮭酷
第三国JT詩文発表セミナー 2002

図表8新規ビジネスの利用イメージ
<利用イメージ>

移動中は､術星MMカー(デジタル
帝展放送費債.ファイル受債.高
速インターネット)として利用可能｡

.,戚 蔓遍 妄言毒蒜 :義 蒜 違蒜窟
!･' 億発信(sNG∴lV会乱 高速イ
ナ ンクーネット(及びIP電話)が利用
!' 可焦｡J
手軽に持ち運べる可搬局
タイプもほしい‥ ｡

自動追尾アンテナ●
(移動先で辞車中での利用に

+移動中利用は原則オフ̀シヨンです

ヽ
広帯域双方向tp伝送 IL.t

MPEG
EtlCOder+

?三 …丁論文セミト ユビキタスTTカー■･■._._._._._._._._.._._._._ニ=_I_T_:_:こ:_,r_._._._._._.一._._._._._.Ill

<利用用途>
･災害時の活用

･イベント(イン1-如ト中強など)

･教育(総合学習･rT講習)
･高齢者･福祉など

t騒 LSP経由で

I
.;･衛星MMカーに新たに追加する葺量
DU:屋外裳覆
DU:長内裳覆

.'SNG:SatelliteNewsGathcTiz)き
,/EJXOdcT/D∝ordす浦 骨化慈t.復号化糞覆

メ .- 無頼こANのJリ7 (C)小林東男

図表9事業定義 (ユビキタス汀カー)

秦 辛集の名称 衛星移動体通信ビジネス (lPわけ-1をいつでも､とこへでも持ち運びますり

草葉定義 園､自治体等を主な対集とし､広帯蛙双方向け回線と77'lJト.}3ンを移動中､移動先で経済的に提供できることを魅力として､既存の防災櫨弟や衛星
堪車利用と患争し､衛星遇倍の移動利用の拡大と利便性向上に寄与する○

皮慕が ■普慮すべ普辛秦 忠奮 団､自治体の防災担当機関､l碓 砥担当.大手企集など.

機能 番星洩倍を利用し広帯域瀬方向lP%.}ト7-9を移動先で迅速に使えること.

丘争事葉音 自治体衛星通信撫構､衛星車載局を有する缶星2唖事集者など.
応力 l噛 術を用いて､広帯域双方向回嬢と77●IJ卜泊ンを軽薄的に提供できる.
管凄 捨入代理店との連捜.77.竹一泊ン騒発能力.新規ヒ◆シ◆ネスを開拓する熱意.

その他 故故事簾幸がヒー-.I-ネスを南払 代甘晶の携帯電括とは組合せ利用で対応.端末等のT7-竹シか焼鞍手と-体となって.Jtjrシヨ.Jとして埋供す奄ことが鍵.頼朝動向をワッチしつつ､
早めの対応を行う.自治体番長とは正面から勝負せず,利用用途の鴨柘に辞める.

全体構想 奉呈泣付サ-t'スの売上げ拡大策のひとつ.淑方向VSATt'シー輯立上げの沓石の位置づけ○官公庁1-r手相やすことが当面の目的.(ヰ借:移動中､移動先での利用は今律.杏星通
T書が生き洩る上でぜひ的柘すべき領蛙である)

世界観 良雄 雷撃義機 雷需 三号速決恥 ニ専一ヤげ がある.自治体衛星温情絹 価
外的整合性 :.JlJr.hンとして=-ス̀に応えられれtf本ヒ̀シ◆和は成功するはず !

チェック項目 既存車業者の現状を十分に堺壬すること○ (政事は満足しているかとうか.事震収益上がっているのか.とこで利益を生み出しているか)
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図表11ユビキタス一丁カーのイメージ

外観イメ-ゾ. 5-. 方 rMegaWavePro十携帯電話等｣(移動早)とrVsATJ(移載先)のデュアル方

辛両 ランドクルーサ'/八〇シ●エn/テルン./ヤ-/サファリなどの4WD車(小型ハ●スタイプもあり)

主な ･乗車定員2or4名で､運転は比較的容易(普通車免許)･移動しながらイントネット接続､csデジタル放送受信が可能けブシヨン)･移動先では､JP2Mbps程度の双方向回線が利用可能

利用サ-ビス(轍能胡 本社等

移動中 ①インターネット- Webアクセ

上L}:-ユ8.8叫下LJ:-3O脚申②丁-タ受債③cSデ.>'>Ar放送受偉 (Pbh定借) 特敬 ･社内のスヘ○一入が狭いので移動中の利用内容は限定される○PCなどの各種端末の登載しイヘ'ントのSNG､
移動先(固定)①インターネット②データ安倍 Webアクセ〟メ-A,(Push忠信)

上tJ :-2 ③lP電話 IP電鈷 災害時の利用に向く

下tJ:-4叫 ●(当番8はず)④TV会@lp-SNG TV食雄映像受償 ･従来のSNG車載局に比較し安
くイントわト放送) ･無線従事者免許は不要 fn汁､血第3萱=T輪文セミナー- .恥曇E)蜂は.別途.軸 が曲事ですT輪文セミナー- .恥曇E)蜂は.別途.軸 が曲事です

100 小林 滴男



翫最適
第三EIT品史発表セミナー 2002

図表12スーツケースVSATのイメージ

外観イメージ 躍 方 釆方 向密 星 通 信システム手通信速度は64kbps-2M叫Sで設定可能○読

サ 中型のスーツケースの大きさ

岳主発電機 イズ (70*50*30Gm程度)

かラ 等 重さ(衛星装置)-約35kg

主な特 ･迅速なセットアップ(15分程度)･小型軽呈なので車両での運搬が容易､可搬利用に適す･移動先で､最大n'2Mbps程度の双方向回線の利用が可能*･スーツケースVSAT同士､固定局との通信が可能

電話機率 JI-llXy~Hr

八〇ソコン 設定端末

利用サ｢ビス(機 本社等

移動先 掛 ント ネット Wが クセNJ-ル

(画定) ②データ受信 fh hR信) 轍
上り⊥一三叫 .③lP電話 IP電話

下り:-ユM叫●㊨TV会練 TV会謙 ･pc､カメラなどの各種端末と組合せイヘ◆ントのSNG､災害時の利用に向くetp-SNG (豊 君 転 達)

1衛量回線は､Sl連.葵特が曲事です.片方向tLrDP)中線としての利用も 頂 礼 細 従事者免許カ浩 愚舶
杜輩的には可艦です.

第3回tT論文セミナー3回tT論文セミナー

3まとめ

顧客ニーズが多様化する一方で新規 リ.､.ビスの登場､新規事業者の参

^が続く事業環境の中で､限りある自社資源を有効に活用しつつ､顧客との

共存共栄のもとで利益確保に奔走している状況昌一ある.

新たな収入源とすべく新規ビジネス開拓においてモデルを使った検討は､

何が求められているのか､真のニーズ､課題は何かi-I明確にする上で役に立

つと考えるeモデルを体現した区表を用いること;Tより､経営者､開発担当及

び営業担当にとって､新規ビジネスの価値､意味づけやこれらを共有するト

での二･Tミュニケ-ションの手段として有効であったと考えているO

本報告で提案している業界モfl/i,･が示す各主体者の関係は､新技術の登

場や新規事業者等の動向によって絶えず変わっていく｡ 従って､長期間にわ

たって顧客との共存､共栄関係を築くためには､顧客､補完的生壁者､供給

者などとの継続乾な関係づくりが重要であることを示唆している｡

新規ビジネスとして取t;.上げた衛星移動基地局装置(スーツケース＼'SJu')

及びユビキタスITカーは､今後､移動防災基地局として､またIHB構想にお

けるITカーとして利用して頂けるよう引き続き利用形熊の検討､システム設計

及び実証試験を遠めていく予定であるO

晶後に､本稿の検討を進めるにあたりユビキタ:･<lTカーのコンセプトを絞り

込んでいく上で有益なアドバイス､ヒントを頂いた和歌山県企画部汀推進局

柏原副課長､関西情報技術士会の竹野内技術士及び相原技術十に深く

謝意を表します｡
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